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「文化」 とい ふ 言葉の 意味から 説明して いきませ う。 

元来 この 言葉 は 日本語と して さう 古い 言葉 ではなく、 

多くの 学問 上の 言葉と 同様に、 これ も 西洋の 言葉 を 翻 

訳して 出来た もので、 明治の 末 頃から 使 はれ だした 言 

葉であります。 尤も、 それ 以前に 「文化」 とい ふ 年号 

も あり、 この 熟語が 拠って 来たと ころ を 吟味 すれば、 

まったく 新しい 造語 だと は 云へ ますまい。 しかし、 現 

在 普通に 用 ひられて ゐる 「文化」 とい ふ 言葉 は それと 



関係 はなさ さう に 思 はれます。 

原語 は ドイツ語の クルト ゥァ、 フランス語の キュル 

チュ— ル、 英語の カル チ ユアと、 それぞれ 同じ ラテン 

語の 系統 を ひいた 言葉 であり ますが、 さう いふ 詮議 は、 

いま は 必要あります まい。 た >、 言葉に よって 現され 

た 概念と して は 西洋から は ひって 来た もの だけれ ども、 

その実 体 は 決して 西洋に のみあって 日本に ない もので 

はない とい ふこと を こ、 ではつ きりさせ てお かなけれ 

ばな りません。 つまり、 西洋に は 西洋の 「文化」 が あ 

り、 一 口に 西洋 文化と 云っても、 それぞれの 国に 固有 

な ものと、 多少 相 通じる ものと が ある やうに、 同じ 東 



の 下に、 世界 を 動乱に 導く ことにな つたので あります _ 

人間の 欲望に はきり がない とい ふこと と、 表面 は 便利 

で 楽し さう に 思 はれる 生活 も、 その 裏 をの ぞくと、 見 

るに 忍びない やうな 醜い、 痛ましい 光景が くりひろげ 

ら れてゐ ると いふ 事実と によって、 人類の 進歩 はおろ 

か、 むしろ、 人間が 物質の 奴隸 になって ゐる 状態が 誰 

の 眼に も はっきりして 来たので あります。 

もともと、 「文明」 と はさう いふ もので はない 害です- 

文明国と 云へば 少く とも 進歩した 国家と しての あら ゆ 

る 条件 を 具へ、 その 道徳 も 法律 も 風習 も 高い 人間的 価 

値 を 標準と して 世界に 通じる もの を も つ てゐる 国で な 



に 行 はれが ちであります。 従って、 その 頃の 識者 は、 

西洋文明の 阻むべからざる を 覚りつ ゝも、 なほ かつ 同 

胞の 軽薄な 西洋 崇拝 を 「文明開化の 猿芝居」 と 嘲笑し 

たくら ゐ であります。 

「文化」 とい ふ 哲学 上の 言葉 は、 それより ずっと 後れ 

て 日本で は 使 はれ だした やうであります。 こ、 でもう 

一 度 この 言葉の 意味 を はっきり させて おけば、 「文化」 

と は 決して、 前に 述べた 「文明開化」 の 四 字 を 二字に 

つ、 V めた 言葉で はなく、 ドイツな どで は、 文化 は 本来 

「精神 文化」 であって、 「物質文明」 に対する もので あ 

ると いふ 解釈 さへ 行 はれて ゐ ます。 しかし、 これ は、 



ドイツの ある 学者の 説であって、 一般に は、 さう と は 

限りますまい。 フランス などで は、 むしろ、 文化と い 

ふ 言葉の 代りに、 文明 (シヴ イリ ザシ ヨン) とい ふ 言 

葉 を 使って ゐる くら ゐ であります。 

それ はさう と 「文化」 の 定義であります が、 これ を 

哲学的に 考へ ると、 いろいろむ づ かしい 言 ひ 方 をし な 

ければ なりません が、 なる ベ く 平易な 言葉 を 使へば、 

「人間の 一 切の 精神力の 開発と、 その 調和 的な 発達」 と 

云っても よく、 また、 「人間が その 理想 を 追求す るた め 

に 工夫 努力す る 一切の 生活 表現」 と 云っても よろしい 

のであります。 以上 は £ い 意味の 「文化」 であり まし 



た、 逆に 云へば、 豊かな、 力強い、 清澄な 精神 生活 か 

ら、 深い 学問 も、 すぐれた 芸術 も、 高い 道徳 も、 あら 

たかな 宗教 も 生れて 来る のです。 

更に また、 この 「心の 生活」 こそ、 「物質 生活」 の 原 

動力と なり、 これに 秩序と 品位と を 与へ る もので あり 

ます。 なぜなら、 仮り に 食事 を 例に とって みても、 人 

間 はた、 V 与 へられた もの をむ しゃむし や 食べ る だけで 

はない。 そこに は 栄養 を 基準に した 材料の 選択 並びに 

調理と いふ 頭の 働きと 「技術」 が 必要であって、 それ 

はもう 精神 活動の 領域であります。 その上、 十分の 咀 

嚼 とか、 「腹八分」 で やめて おくと いふ やうな 習慣 もつ 



れ ども、 それが た、 V 漠然と 「こゝ ろ」 とい ふ 意味に 使 

はれて ゐる 場合 もあります し、 また、 可な リ しばしば 

「道徳」 とか 「意志」 とか 「頭脳」 とか 「思想」 とかい 

ふ 限られた 意味に 使 はれて ゐる 場合が あるので す。 更 

に、 どうかす ると、 「気 もち」 や 「量 見」 や 「根性」 と 

いふ 代りに、 「精神」 とい ふ 言 ひ 方 をす る ものが ありま 

一 時、 国民 精神 総動員と いふ 言葉が 公に 用 ひられ ま 

したが、 これ は 主として、 倫理的な 意味 を もって ゐた 

やうです。 私 は、 これに 対して、 国民の 「精神的 動員」 

を 主張し、 これ は、 単に 倫理的な 面ば かりで なく、 科 



日本人 は、 由来、 技術に 魂 を 打ち込む とい ふこと が 

如何に 大切で あるか を 知って ゐ ました。 ところが すべ 

ての 技術に 対して、 これ を 純粋に 知識 化する ことが 不 

得手で あり、 経験の み を 土台と して、 多く は 感覚的に 

技術の 蘊奥 を 究めようと しました。 従って、 技術 は 常 

に 個人の 発見で ぁリ、 門外不出の 秘伝で もあって、 こ 

れが 普及と いふ こと は 思 ひも 及ばぬ ことだった ので あ 

リ ます。 そこから、 一般の 日本人 は、 技術と いふ もの 

をた > 後生大事に 守る ことのみ を考 へ、 これに 更に 自 

分の 工夫 を 加へ ると いふ こと をし ませんで した。 技術 

は 磨かれ 深まって は 行き ましたが、 豊富に も 大が か り 



自信と 希望と を 持つ に 至らなかった 国民と は、 誠に 不 

思議な 国民であります。 

日本の 技術 は、 それ ゆ ゑ、 魂、 即ち 精神の 籠った も 

ので はあり ますが、 西洋の それの 如く、 人間 臭芬々 た 

る もの は少 く、 却って、 人間離れの したやうな ものが 

多い。 枯淡の 境地が 生れる 所以であります。 

言葉 も 亦 ひと つ の 技術であります が、 西洋の 言葉と 

日本の 言葉と を 比べて みると、 まったく その 発達の し 

かたが 違って ゐ ます。 日本の 言葉く らゐ、 直接に 思想 

感情 を 現さない やうに できて ゐる 言葉はありません。 

なま/ \ 

言葉に 生々 しさと いふ ものが なく、 余韻が 深く、 それ 
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従来、 肉体的 健康と いふ こと は、 どうかす ると 精神 

的な 能力と 比例し がたい やうな、 俗な 考へ 方が 世間に 

可な りひろ がって ゐて、 才子 多病と いふ 言葉 さ へ ある 

くら ゐで すが、 これ はつ まり、 久しい 間、 「文化」 のか 

く あるべき 姿 を 見失った 時代が つ > いたからで ありま 

しかし 一 方、 健康な 精神 は 健康な 身体に 宿る とい ふ 

訓へも あると ほり、 逞しい 精神力、 殊に、 頭脳と 意志 

と 感情との 円満な 発達と、 その 旺盛な 活動 は、 どうし 

て も、 肉体が 健康で ある こと を 条件と しなければ なり 

ません。 



それ は 外で もない、 古代の 日本 民族が 世界の 何れの 民 

族よりも 豊かに もって ゐた、 あの 健康な ものの 考へ 方、 

ものの 感じ 方、 そして、 あの 健康な 意志 の 力 をお びた y 

しく 喪失して ゐる ことであります。 

この 点に ついては、 後の 章で 詳しく述べる 機会が あ 

るで せう。 

さて、 第三に は、 品位 を 保つ とい ふこと です が、 こ 

れは 「文化」 の 現れと して 特に、 国家の 威信に 関する 

極めて 深刻な 問題であります。 

そもそも 人間の 品位と は、 これ を 気品と 云っても 

い、 のです が、 一 言に して は 云ひ尽 しがたい 複雑 微妙 



な 要素から 成って ゐる ものです。 強 ひて 云って みれば、 

その 人の どこ かに 高貴な 匂 ひが ひそんで ゐて、 自然な 

態度の なかに 犯し難い 力と 親しみと が 感じられる こと 

なのであります。 高貴な とい ふの は、 必ずしも 身分の 

高い こと や、 学識の 豊かな こと を 指す ので はあり ませ 

ん。 それ はもつ と 素朴な 精神の 純粋な 姿に も みられる 

ものでありまして、 例へば、 「神様の やうに」 正直な 人 

と 云へば、 その 人 は、 正直と いふ 点で、 既に、 相手に 

すばらしく 「高貴な もの」 を 感じさせた ことにな り、 

それ は 一 つの 品位と して その 人の 身に ついた ものです。 

ある 場合、 「神康 I などと いふ 言葉 は 不用意に 使 はれる 



きが それであります。 

しかし、 かう いふ 風に、 道徳、 芸術、 科学と 三つの 

角度から 「卑俗 さ」 の 本質 を しらべて みました が、 こ 

れは強 ひて 分ける 必要 もな く、 また、 それ は 可な リ無 

理な ことで も あるに 拘ら ず、 一 応 解り やすい やうに、 

分析 を 試みた に 過ぎません。 それ ゆ ゑ、 これ だけで は 

まだ、 「卑俗 さ」 の 本体 をつ かむ わけに は 行きません。 

「卑俗 さ」 とい ふこと は、 言葉 ど ほり、 卑しむべき も 

ので あるに 拘ら ず、 それが 世間 普通の ことにな つて ゐ 

ると いふ 状態から、 そもそも 研究して か、 ら なければ 

, 。リま すま レ 



は、 日本の 国風 を 象徴す る 理想の すがたで あると、 私 

は 信じる からであります。 

そこで、 再び、 「俗つ ぼ さ」 の 問題に 帰ります が、 こ 

の 世間に 通用して ゐる 「卑俗 さ」 の 正体 は、 たしかに、 

前に も 述べた とほり、 理想な き 政治と、 功利的な 教育 

(学校、 社会、 家庭 を 含めた) のうちに、 これ をつ きと 

めなければ なりません が、 一 面、 社会 心理の 方から 見 

ていく と、 これ は 明らかに、 個人々々 が 「時の 大勢に 

就かう とする」 保身の 本能から 出て をり、 また、 もう 

一歩 突っ込んで 云へば 「人が 許し さへ すれば、 どんな 

ことで もしで かす」 とい ふ、 かの 群集心理に 見られる 



信念の 麻痺から も 来て ゐ ると 思 ひます。 要するに、 精 

神の 矜リを 失った 人間の、 常に、 「一 番 楽な 道 を 通らう」 

とする、 怠惰で、 かつ、 慾 深い 性質の 現れで あると、 

私 は 断ず る ものであります。 

ところで、 この 「俗つ ぼ さ」 が 「卑しい」 ことで あ 

ると いふ 観念 を、 先づ 青年が 強く もって ゐて、 世間の 

無自覚な 風潮と 飽くまで も 戦って くれさへ すれば、 現 

に 一 世 を 風靡して ゐる 「卑俗な」 現象 は、 全く あと か 

た を 絶たない まで も、 少く とも、 人前 を 憚から ず 横行 

する こと だけはなくなる だら うと、 私 は 信ずる のです _ 

それに は、 純潔な 青年の 魂が、 おの づか らもって ゐ 



内に 「卑俗な 精神」 ありと、 敢て私 は 云 ひたいの であ 

リま， ^9 

六 

以上、 能率と 健康と 品位と、 この 三つ を 「文化」 の 

現れと して 現在の 国民生活 のなかに しっか リ植 ゑつけ 

なければ なりません。 

そして、 この 三つ は、 互に 持ちつ持たれつの 関係に 



あるので す。 即ち、 能率 を 上げる ために は 心身の 健康 

が 大切で あり、 健康 を 保った めに は 能率の ぃゝ 生活 を 

しなければ ならず、 生活の 品位 は、 精神の 健康 を 基礎 

とする ものであると いふ 風に、 絶えず この 三つの 点 を 

同時に 考 へて 行かねば なりません。 

そして 最後に、 正しい 意味に おける 「教養」 と は、 

これら 三 つ の 条件 を、 完全な 力と して 身に つける こと 

を 指す の だとい ふこと を 銘記して ほしいと 思 ひます。 

すぐれた 「文化」 を もっと は、 正しい 「教養」 を 身に 

つける こと だとい ふ、 今日 一 般に 通用して ゐる言 ひ 方 

もこ、 ではじめて 間違 ひない ことになるので あります _ 



「教養」 と 「文化」 とはい は V 手段と 目的と いふ やうな 

ものであって、 教養が 深いと いふ こと は、 自ら 高い 文 

化 を 身に つけて ゐる ばかりでなく、 一国の 文化 を 代表 

し、 これ を 指導す る 役割 を もって ゐる こと を 意味して 

ゐ るので あります。 

これまで、 「文化人」 とい ふ 妙な 言葉が 使 はれて ゐま 

した。 「知識人」 とか 「知識階級」 とかい ふ 言葉の 内容 

とも 違 ひ、 これ は、 一 般に 精神労働 とも 称せられる 仕 

事に 従事す る 思想家 的 傾向の ある 学者、 文学者 を 含む 

著述家、 芸術家 等 を 主に 指す やうであります が、 時に 

は、 そのほかの 職業に 従事して ゐる もので も、 特に 読 



と は 伝統 を 忘れて 感覚の 剌戟を 追 ふこと だった ので あ 

リま， ^9 

七 

こゝ で、 私 は、 文化の 水準 を はかる 尺度に ついて 一 

言したい と 思 ひます。 前に 述べた、 能率、 健康、 品位 

は、 国民生活 そのものの、 正しい 体制 を 整へ る 目標で 

ありまし たが、 今度 は、 ひろく 「文化」 の随値 標準 を、 



いろに 映り、 それほど 美しくな いもの を 非常に 美しい 

と 思 ふの は 幼稚な 感覚 を もって ゐる とい ふこと になり 

ます。 反対に、 人の 気の つかない やうな もののう ちに、 

すぐれた 美の 要素 を 認める の は、 その 人の 心の 窓が 

「美」 に 向って 大きく 開かれて ゐ るからで す。 しかし、 

およそ 感覚、 感情 を 通じてう つたへ る 美し さは、 特別 

の もの を 除いて、 万人の 胸に ひ、 V くもので あり、 その 

美し さの 程度 は、 「文化」 の 一 つの 標準と 考 へるべき で 

あります。 

道徳 性、 科学 性、 芸術 性、 この 三つの 性格 は、 文化 

を 形づくる 主な 内容で ある こと は、 人間の 活動が、 知、 



日本刀の すぐれた ところ は、 た y 切れ味と いふ やう 

な もの だけでなく、 鉄の 鍛へ 方の 世界 無比と もい ふべ 

き 高度の 技術、 刀剣と しての 最上の 美的 形態、 それと 

刀 は 武士の 魂と 云 はれる だけの 倫理的 厳粛 さが、 あの 

三尺の 白刃の 光芒の なかに 秘められて ゐる こと、 この 

三 要素が 揮 然として 一 体と なリ、 欧米人の 想像 を 絶し 

た 武器の 宝物 的 典型と なって ゐ るので あります。 「文 

化」 の 精髄と はまこと にかくの 如き もので なければ な 

リ ません。 



面、 教養、 娯楽、 風俗、 習慣と いふ やうな 方面の 問題 

だけと いふ ことになる わけです。 これで もな ほ 広汎と 

云へば 広汎であります が、 「文化」 と 「思想」 と は 切 離 

す ことができな いもので あり、 また、 「厚生」 と は 国民 

生活 を 豊かに 健全なら しむる 方策であります から、 こ 

れ また、 「文化」 とい ふ 角度から これ を 取扱 はなければ、 

綜合 的な 効果 は 挙げられない のであります。 一例 を 人 

口 問題に とって みても、 これ は 健 民 運動と して 官民 一 

体の 運動が 進められて ゐ ますが、 その 事務 は、 翼賛 会 

では 厚生 部の 所管であります けれども、 運動の 実体 は、 

文化 部 関係の 職域 を 動員す る - J とが 最も 肝腎な ので あ 



とい ふ 部門 を 作る 傾向が 現れて 来ました けれども、 こ 

れ また、 名前と 実際と がどう も 釣り合 はない やうな も 

のが 間々 見う けられます。 

極端な ものに なると、 「文化」 即ち 「娯楽」 とい ふ 風 

に考へ てゐ るので はない かとさ へ 思 はれる 節 も あるく 

らゐ で、 多く は 「芸能」 に関する こと を 「文化」 の 名 

で 一 括して しま ふ 非常識が 平然と 通用して ゐ るので あ 

リま， ^9 



一 人 一 人 は、 わが国の 重大な 使命 を 自覚し、 小異 を捨 

て、 大同に つく 覚悟 を 以て、 何人の 力 を も 無駄に させ 

ず、 敵 は 常に 自己の 内心に ひそんで ゐる こと を 反省し 

人と 人との 無益な 対立 摩擦 こそ、 国力 を 弱め、 「文化」 

を 破毀す る 原因で ある こと を 銘記す ベ きであります。 

文化 運動に 挺身す ると 称する ものの、 却って 陥りが ち 

な 「非 文化的」 行動 を、 厳に 慎まなければ ならぬ と 思 

ふ 老婆心が、 私に かくの 如き こと を 云 はせ るので あり 

ま ^9 
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